
　中山のスローオフで試合開始。呉羽は４ー２DFで積極的なDFをしかける。相手にノーマー

クのシュートチャンスを与えるも、１番の好セーブからの速攻で先制点を獲得する。対する

中山も負けじと４番のステップシュートで対抗。点を取り合う一進一退の攻防が続く。

８番ポストの連続得点、１番GKの好セーブが光り、呉羽が良い流れで試合を進める。８－５
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が豪快なステップシュートを決めるも、呉羽もセットオフェンスで確実に点を重ね、点差を

縮めることができない。その後も、呉羽が連続得点を重ね、前半ラスト１２秒で呉羽がタイム

アウト。前半ラストプレーの見事なスカイプレーが決まり、１６ー１０で前半を折り返す。

　後半、中山が相手のパスミスに素早く反応し、ターンオーバーからの速攻で勢いづく先制

ゴール。その後、互いに点の取り合いになり、６点、７点の差がついた状態のまま試合が

続行。再び、呉羽のGK１番の好セーブにより勢いづき、ポストを絡めた攻撃で連続得点を

する。呉羽は、途中７人攻撃をしかけ、確実に点を重ね、後半２０分には１０点差をつけた。

中山も得点源である、両バックの１４番、１５番を中心に点数を重ねるが、呉羽のポスト

プレー、エースバックの２番のミドルシュートを止めることができず、３５－２６で試合を

終えた。

と３点差がついたとことで中山がタイムアウトを要求。タイムアウト後すぐに、中山の１５番
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